
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度熊本県後期高齢者歯科口腔健診・医科健診受診者 2,097 人と歯科口腔健診未受診・医科健診受診者 2,097 人（無作為抽出）を対象に

健診データとレセプトデータ等を分析した結果を掲載しております。 

33.0% 14.1%

「おいしく食べる力」を保ち、いきいきと豊かな生活を送りましょう！ 

◎高齢者医療データ分析の結果、口腔の状態が良好な人が全身の健康状態も 

良好で、医療費や介護給付費も低くなっていました。 

◎歯数やかみ合わせは「認知症」「骨折」と関連性があることがわかりました。 

Kannrennseiga に影響していました。 
 

２０本以上 

20本未満 

要治療

56.9％

要指導

19.4

％

問題なし

23.7％

令和 2年度 

受診者 2,097人の結果 

県全体平均医療費の 

約半分となっています。 

 

1,193人 

約 105万円 

熊本県 

後期高齢者 

（全体） 

歯科健診 

受診者 

約 51万円 

【1人当たりの年間平均医療費の比較】 

＊問診（質問票による聞き取り） 

＊口腔内検査（歯・義歯の状況、かみ合わせ、衛生状況、乾燥状態、粘膜・歯肉・ 

歯周ポケットの状況、1秒間の発声回数、飲み込みのテスト） 

＊健診結果の説明/口腔ケアの指導 

 

② 「歯科口腔健康診査」を受診した人は年間医療費が低い 

③質問票から「固いものが食べにくい」と回答した人は 47.1％、「お茶や汁物でむせる」人は 40.9％ 

【要治療の内訳】 

1位 歯周病 

2位 う蝕
しょく

（むし歯） 

3位 義歯
ぎ し

 

-----その他----- 

 

「食べに

くさ」は

かみ合わ

せも関係 

残存歯の数が少ないと食べにくくなります。また数だけ

でなく、上の歯と下の歯のかみ合わせが悪くなると、食

べにくくなったり、飲み込みが悪くなったりします。 

 

 

① 「要治療者」は 56.9％。そのうち『歯周病』が最も多い 

『歯周病』は、「糖尿病」や「高血圧」と関連性があると言われており、 

悪化させないことが重要です。 

 

になりやすい傾向にあるといわれています。 

 

 

残存歯数の 

減少が影響 

「飲み込む力」の衰えに注意したい 

のはこんな人 

「むせる」と答えた人の約半数が、「飲み込みの

テスト」で基準を下回っており、「飲み込む力」が

低下しています。 

～「飲み込みのテスト」結果から～ 

（30秒間で 3回以上だ液を飲み込むテスト） 

 

歯 科 口 腔 健 康 診 査 の 結 果 か ら こ ん な こ と が わ か り ま し た 

後 期 高 齢 者 の 歯 科 口 腔 健 康 診 査 っ て ど ん な こ と を す る の ？ 

【「食べにくい」と答えた４７．１％の人の 

『残存歯数』比較】 

 

□歯が少ない 

□かみ合わせがよくない 

□むせる 
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